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６ 犯罪に関する状況 （警察統計） 

 

（１）一般刑法犯認知件数  

 

  一般刑法犯の認知件数は減少傾向にあったが令和 3 年以降増加傾向に転じ、令和 5 年にはコロ

ナ禍前とほぼ変わらない件数まで増加した。[図 6-1] 

  また、令和 2 年に国や県の値を下回った人口 10 万人当たりの件数は、令和 5 年には国の値を上

回り県と同水準にまで増加している。[図 6-2] 

 

 ■[図 6-1]久留米市の一般刑法犯認知件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 6-2]人口 10万人当たりの一般刑法犯認知件数の比較（久留米市、福岡県、全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般刑法犯：刑法犯から、交通事故によって人を死傷させて過失犯を除いたもの 

4,590

3,911 3,774
3,393

3,120

2,298 2,297
1,881 1,998 

1,321 1,365 1,435 
1,971 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

1,159 

1,084 
1,032 

952 

866 
785 

722 646 

593 488 
454 

482 
566 

1,455 

1,428 

1,319 

1,242 

1,073 

913 

822 

716 
673 

539 
514 563 

653 

1,514 

1,281 
1,234 

1,108 

1,018 

749 

750 

615 

655 

433 450 474 

653 

300

500

700

900

1,100

1,300

1,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

全国

福岡県

久留米市

(件) 

(件) 

重点分野：犯罪暴力の予防 



 

- 27 - 

（２）犯罪種別の件数 

 

  一般刑法犯認知件数の約７割が窃盗犯である。[図 6-4] 

  令和 2 年以降いずれも増加傾向にあるが、特に窃盗犯の件数が大幅に増加している。[図 6-4] 

  

 ■[図 6-3]久留米市の一般刑法犯認知件数の犯罪種別毎の割合（R1～R5年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 6-4]犯罪種別の久留米市の一般刑法犯認知件数の推移 
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（３）街頭犯罪の認知件数 

 

  街頭犯罪の中では、自転車盗の件数が最も多い。[図 6-5] 

  街頭犯罪の件数は令和２年まで減少傾向にあったが近年は増加しており、特に自転車盗の件数

が大幅に上昇している。[図 6-6] 

  人口 10 万人当たりの街頭犯罪認知件数は福岡県と同水準だが、令和 4 年から 5 年にかけての増

加率は県の値を上回っている。[図 6-7] 

 

 ■[図 6-5]久留米市の街頭犯罪認知件数の犯罪種別毎の割合（R1～R5年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 6-6]久留米市の街頭犯罪認知件数の推移 
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 ■[図 6-7]人口 10万人当たりの街頭犯罪認知件数の比較（久留米市、福岡県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）性犯犯罪の認知件数  ※不同意性交等と不同意わいせつの認知件数の合計 

  人口 10 万人あたりの性犯罪の認知件数は、全国と福岡県の値を下回っているが、令和 3 年以降

増加傾向にある。[図 6-8] 

  

 ■[図 6-8]人口 10万人当たりの性犯罪認知件数の比較（久留米市、福岡県、全国） 
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（５）ニセ電話詐欺の被害件数。 

  令和３年以降、ニセ電話詐欺の被害件数は増加傾向にある。 

 

■[図 6-9]久留米市のニセ電話詐欺の被害件数と阻止件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 6-10]久留米市内の被害額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）小学校区別の犯罪認知件数 

  繁華街、大規模商業施設、乗降客の多い駅が所在する校区の件数が多い 

 

 ■[図 6-11]久留米市の小学校区毎の犯罪認知件数（R5） 
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 ■[図 6-12]小学校区別の犯罪認知件数の比較（H23と R5） 
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７ 児童相談に関する状況 （家庭子ども相談課集計）        【記録：年度】 

（１）児童相談件数の推移 

児童相談、児童虐待対応件数ともに増加傾向にある。 

 

 ■[図 7-1]児童虐待対応件数及び児童相談対応件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）虐待の種類別件数 

コロナ禍以降。ネグレクトの件数が急増している。      

 

 ■[図 7-2]虐待の種類別の児童虐待対応件数の推移 
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（３）虐待者別割合 

  虐待者の約 6 割が実母によるものである。また、近年その件数が急増している。 

 

 ■[図 7-3]児童虐待対応件数のうち、虐待者別の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 7-4]虐待者別の虐待対応件数の推移 
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（４）[図 7-5]児童虐待の種類別・年齢別対応件数（R4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）[図 7-6]児童虐待対応件数の年齢別割合（H30-R4 の 5 年間） 

  就学前の乳幼児に対する虐待が約半数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）経路別の虐待相談受付件数 

  虐待相談の新規受付件数を経路別にみると、学校や保育所からの相談が多く、子ども自身からの

相談は少ないが。R3 年から少しずつ増加している。 

 ■[図 7-7]経路別の児童虐待相談受付件数（H30～R4 からの 5 年間） 
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 ■[図 7-8]児童本人からの虐待相談受付件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 7-9]経路別の児童虐待相談受付件数の推移（R1、R2、R3、R4） 
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８ 児童のけが等に関する状況  
   （日本スポーツ振興センター災害給付データ、久留米市教育委員会等統計等） 
 

（１）[図 8-1]小学校におけるけがの発生件数と発生率（けがの発生件数／児童数） 

  市内の小学校での児童のけがの発生件数、及び発生率は減少傾向にあるが、けがの発生率は全国

の値を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）[図 8-2]小学校における学年別のけがの発生件数と発生率（H30～R4 累計） 

  学年が上がると、けがの発生件数、及び発生率は増加する。 
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（３）[図 8-3]小学校におけるけが発生時の状況（H30～R4 年合計） 

  体育の授業を除くと、けがのほとんどは休憩時間に発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）[図 8-4]校舎内における小学校の休憩時間中のけがの発生場所の割合（H30～R4 合計） 

  休憩時間のけがの多くは、教室で発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）[図 8-5]小学校における月別のけが発生件数（H30～R4 合計） 
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（６）児童の意識（あんぜんアンケート） 

  ■[図 8-6]校舎内で安全にすごすためのルールを守っているかとの質問への回答 

   令和元年から令和 5 年にかけて、「知っているし、守っている」と答えた割合は増加している。 

   しかし、5 人に 1 人は「知っているが、守っていない」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）[図 8-8]不審者情報の報告件数の推移（久留米市学校教育課統計） 

  

 

 

 

 

 

 

 

（８）[図 8-9]児童 1,000 人あたりの小学校の    （９）[図 8-10]久留米市の小学校における 

   いじめの認知件数                       いじめの認知件数と解消率 
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９ 高齢者虐待に関する状況 （長寿支援課集計） 

（１）[図 9-1]高齢者虐待に関する相談件数と認定件数 

  近年、虐待認定件数は減少傾向にあったが、令和 4 年度は前年に比べ増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■[図 9-2]高齢者人口 1 万あたりの虐待発生率の推移 

   長期的には減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）[図 9-3]経路別の相談・通報件数の割合 

  相談・通報の約 5 割が、ケアマネジャーや民生委員など地域の関係者からの通報によるものであ

る。 
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（３）[図 9-4]被虐待者の認知症の割合 

  被虐待者の 6～７割に認知症の症状がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）[図 9-5]虐待者の割合 

  虐待事例の多くが同居親族によるものである。 
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１０ ＤＶに関する状況                          【年度】 

（１）[図 10-1]DV の相談件数（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計） 

   DV の相談件数は長期的には、増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）[図 10-2]他の機関から相談に繋がった件数（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計） 

   他機関からの相談件数は増加傾向にあったが、令和 4 年度は減少している。 
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（３）[図 10-3]DV を受けた経験がある人の割合（久留米市男女平等に関する市民意識調査） 

   DV を受けた経験がある人の割合は減少傾向にあるが、現在もなお、約 4 人に 1 人の女性がパ

ートナーから暴力を受けた経験を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■[図 10-4]DV の被害経験の相談の有無について（久留米市男女平等に関する市民意識調査） 

   また、Ｒ１年の調査では、ＤＶを受けた経験のある人のうち、58.3％の人が相談できていない

と答えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）[図 10-5]「男は仕事、女は家庭」という考え方に関する割合 （久留米市男女平等に関する市民意識調査） 

   「同感する」と「ある程度同感する」を合わせた“同感する”の割合が減少している。 
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１１ 自殺に関する状況 （人口動態統計） 

（１）[図 11-1]久留米市の自殺者数の推移 

  令和 2 年に増加した男性の自殺者数は、コロナ禍前の水準まで減少している。 

  女性の自殺者数は、令和元年以降同水準で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）[図 11-2]人口１０万人当たりの自殺死亡率 

  人口 10 万人当たりの自殺者数は、令和 4 年に国と福岡県の値を下回った。 
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（３）[図 11-3]年齢・性別ごとの過去５年間の自殺者の状況（H30-R4） 

  40～50 歳代の男性の自殺者数が多くなっている。 
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１２ 災害に関する状況  

（1）[図 12-1]久留米市における近年の豪雨災害（気象庁、防災対策課記録等） 

  ６年間で６回の大規模な浸水被害が発生。 

  数十年に一度の特別警報が７年で５回（H29 年 7 月九州北部豪雨含む）。 
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